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ノが２台あることを生かし、学生の単音メロ
ディーに合わせて、もう一台のピアノを用い
て教師が即興で伴奏することを試みた。基本
的なコード以外の、代理コードを用いたアル
ペジオやリズムの変化を取り入れたところ、
メロディーと対比して和音の響きや雰囲気が
大きく変化することを学生が感じ取り、コー
ド伴奏を習得することへの意欲の向上につな
がってきている。２台のピアノで、学生の演
奏に合わせて教師が即興伴奏する試みは、学
生に音楽の多様性、深みなどを味わう心を育
むことができるのではないかと考えるに至っ
た。
　最近は、ピアノ初心者や初級者の指導に、
コードネームを取り入れたり、保育者養成校
において簡易伴奏法の活用や簡易伴奏のアレ
ンジの方法が着目され、音楽指導方法として
研究されている。先行研究としてこれら１）は、
初級者の学生自身が短期間で弾けるようにな
ることを目指しているので、和音については
基本的なものに留められている。

Ⅰ　はじめに

　保育の現場でピアノの伴奏をする際には、
子ども達の様子を観察しながら、現場の雰囲
気に応じて臨機応変に対応することが重要で
ある。そのためには、学生が読譜力と同時に
コード伴奏法を習得することが有効であると
考える。
　ピアノの個人指導において、初級者が対象
の場合には、譜面を読むことに時間がかかり、
教材の音数が少ないため表現できることが限
られ、音楽の楽しさや和音の響きの美しさを
感じるような、心を動かされる経験を与える
のは難しいことである。このような学生を指
導するにあたり、限られた授業時間の中で学
生自身が曲想を感受し和音の響きの深みを味
わうことができるような指導方法はないか検
討した。
　ピアノの演奏経験が少ない学生の中には、
右手でメロディーを弾くことだけでも難しい
と感じる学生がいる。そこで、指導室にピア
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いて、学生の演奏に合わせてもう一台のピア
ノで代理コードを使用したコード伴奏を行う。
その後、授業に関して学生に実施したアン
ケートを基に、学生の心理と演奏に与える影
響について分析する。

Ⅲ　コードの構造と分析

１．コードの機能について

　まず代理コードについて説明する前に、簡
単にコードの構造について触れておきたい。
なお、本論文に記載する以下の楽譜等は一例
であり、筆者の授業においては各回ごとに学
生の反応を見ながら変えている。

＜ダイアトニック・コード＞〔譜例１〕参照
　ダイアトニックスケール（長音階、短音階）
の音を根音（和音の中で一番低い音）とし、
３度上に音階の中の音を重ねてできた３和音、
４和音は、ダイアトニック・コードと言う。

＜テンション＞〔譜例２〕参照
　３度ずつ積み重ねられた１、３、５、７度の
音はコードトーンと呼ばれ、１オクターブを
超えて上に積み上げられる９、11、13度の音

　そこで、本論文ではコードの構造について
掘り下げ、代理コードを分析し、それらがど
のように即興伴奏へ適用できるか、授業での
学生に対する有効性について検証する。
　本論文では、教師による伴奏方法の一例と
してシンプルな子どもの曲が主要３和音（Ⅰ、
Ⅳ、V7）以外の代理コードを使う場合、ど
のように変化するかを考察する。

Ⅱ　研究の目的と方法

　本論文の目的の一つは、学生のメロディー
に教師がコード伴奏することで起こる、単音
のメロディーに和音が加わる音の変化を学生
自身が気付き、コード伴奏や編曲に対する学
生の興味を引き出せるかを明らかにすること
である。
　２つ目は弾くことの楽しさや、様々な和音
の響きを感受することができるかということ
である。
　研究の方法としては、始めに、即興演奏す
る際に必要なコードの構造について取り上げ、
その中でも特に代理コードに着目し、分析す
る。そして、子どもの曲に代理コードをあて
はめる方法を検証する。次に、個人指導にお

【譜例２】Ｃのコードのコードトーンとテンション

【譜例１】ハ長調のダイアトニック・コード
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［例１］ハ長調のV7（G7）→Ｉ（Ｃ）に解決
 ハ短調のV7（G7）→Iｍ（Cｍ）に解決

※長音階の第４音と第７音は、導音と呼ばれ、
音階の中の半音で不安定なため、第４音は第
３音へ、第７音は根音へ導かれる特徴がある。
ハ長調の長音階では、第４音（ファ）、第７
音（シ）は、V7（ドミナント7th）コードの
第３音（シ）と第７音（ファ）にあたる。〔譜
例３〕参照

＜IIm7→Ｖ→Ｉ進行＞
　Ⅰ（トニック）へ向かう和音進行Ⅳ→Ⅴ→
Ｉ（SD→Ｄ→Ｔ）を置き換えるとIIｍ7→Ｖ
→Ⅰになる。この進行は、トゥーファイブと
呼ばれていて、V7（ドミナント）の前に置
かれたⅡm7は、５度進行でV7（ドミナント）、
さらにそこから５度進行でＩ（トニック）へ
解決し、５度進行が二回続くことになり、よ
りスムーズなＩ（トニック）への解決を導く
和音進行になる。

２．代理コードについて〔表１〕、〔譜例５〕
参照

　ダイアトニック・コードの主要３和音の機
能を代理する和音を代理コードと言う。構成

をテンションと言う。コードトーンは、根音
（ルート）と呼ばれる基本形の最低音から長
３度、完全５度、短７度の音のことで、長９
度（長２度）、完全11度（完全４度）、長13度

（完全６度）テンションが加わると、和音の
響きに緊張感が生まれる。

＜主要三和音とコードの機能について＞
　コードの機能で重要な和音は、主要３和音
と呼ばれ、主に主音（ハ長調ではドの音）を
根音とするＩの和音をトニック（Ｔ）、第５
音（ソ）を根音とするⅤの和音をドミナント

（Ｄ）、第４音（ファ）を根音とするIVの和音
をサブドミナント（SD）と３つに分類される。
　トニック（Ｔ）はその調のなかで最も安定
したコードで、サブドミナント（SD）は、コー
ド進行においてきっかけを作り、ドミナント

（Ｄ）の補助的な役割を担っている。〔譜例１〕
参照
　ドミナントはトニックに解決しようとする
性質がある。特にV7（ドミナント7th）は、２
つの※導音を持った不安定な和音であり、Ⅰ

（主音を根音に持つコード）に解決しようと
する力を持っている。ドミナント7thが５度
下行（４度上行）してＩへ解決する進行を５
度進行と呼ぶ。【譜例４】参照

【譜例３】ハ長調の音階、導音について

【譜例４】ハ長調のV7→Ｉの導音の動き
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＜循環コード＞〔表１〕、〔譜例５〕参照
　代理コードの中でも、Ⅰのコードと同じ機
能を持つⅥm7（トニック）やⅣのコードと
同じ機能を持つⅡm7（サブドミナント）は
頻繁に使われる。Ⅵm7とⅡm7を使った代表
的 な 進 行 は、 Ⅰ → Ⅵm7→IIm7→V7で あ る。
Ｉの和音が続く場合やＩからV7へ動く場合
に代理として使われ、［例２］のように４つの
コードを延々と続けて使えるコード進行であ
ることから、循環コードと呼ばれる。

［例２］
Ⅰ→Ⅵm7→IIm7→V7　→　Ⅰ→Ⅵm7→IIm7→V7

３．代理コードを使った例

　【譜例６】は、「一年生になったら」の主要
３和音によるコード進行と、代理コードを
使ったコード例である。主要３和音のⅠ→Ⅰ
→Ⅰ→V7という進行に対して、代理コード
を使った方は、Ｉ（トニック）からⅠの代理

音が主要三和音とほぼ同じものをトニック
（Ｔ）、サブドミナント（SD）、ドミナント（Ｄ）
に分類でき、主要三和音の代わりに代理コー
ドを用いると、豊かな音の響きになる。

　ハ長調の主要３和音であるCMaj7とEm7の
構成音を比較すると、２つともミ、ソ、シが
共通して使われている。また、CMaj7とAm7
では、ド、ミ、ソが共通音である。このよう
にほぼ同じ構成音で作られた和音を同じ機能
とみなし、CMaj7、Em7、Am7はトニックと
分類される。サブドミナント、ドミナントで
も同様である。

【表１】ハ長調における
メジャーダイアトニック・コード機能の図２）

トニック
（T）

サブドミナント
（SD）

ドミナント
（D）

主要三和音 Ⅰ Ⅳ V7
（CMaj7） （FMaj7） （G7）

代理コード Ⅲm7、Ⅵm7 Ⅱm7 Ⅶm7（b5）
（Em7）、（Am7） （Dm7） （Bm7（b5））

【譜例６】「一年生になったら」代理コードによるコード進行例

【譜例５】ハ長調の主要３和音と代理コード３）
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実際に伴奏を弾く時は、２小節ずつ同じ伴奏
を繰り返す方が弾きやすいが、【譜例６】では、
１、２小節目はコードの最高音がメロディー
の音になるように、３小節目からは参考まで
にテンションを加えた和音にしている。

　【譜例７】も同じように循環コードを使う
ことができる。主要３和音では１小節に１つ
のコードでＩ→V7（Ｃ→G7）と進行し、代
理コードでは１小節に２つのコードで、Ⅰ→
Ⅵm7→IIm7→V7（Ｃ→Am7→Dm7→G7）と

コードⅥm7（トニック）に進行し、V7（ド
ミナント）の前にⅡm9（サブドミナント）
を加えてⅡm9－V7進行になっている。そし
てV7（ドミナント）からⅠ（トニック）へ
戻り、Ⅰ→Ⅵm7→IIm9→V7が３、４小節目で
も繰り返される。
　コードネームで書き換えると、主要３和音
で はC→C→C→G7、 代 理 コード（ ハ 長 調 ）
では、C→Am7→Dm9→G7という進行である。
なお、この代理コードの進行は、原曲（ヘ長
調）で使われているコード進行と同じである。

【譜例８】ハ長調におけるセカンダリー・ドミナント３）

【譜例９】「アイアイ」代理コード（セカンダリー・ドミナント A7）使用例

【譜例７】「アイアイ」代理コード使用例



― 156 ―

埼玉学園大学紀要（人間学部篇）　第17号

＜ディミニッシュ・コード＞
　ディミニッシュ・コードは、〇7（b9）と
構成音が同じであるから、〇7（b9）の代理
コードとして使われる。また、経過和音とし
て、長二度以上離れた根音を持つコードと
コードの間に置かれ４）、２つのコードのベー
スラインを半音進行にすることでなめらかな
和音進行になる。
　【譜例10】はC#dimとA7（b9）の構成音を
比較しているが、A7の根音以外は同じ構成
音である。
　【譜例11】では、Ｃ（１小節目）から長２
度離れたDm7（２小節目）の間にC#dimをは
さみ、ベースラインがＣ→C#→Ｄと半音で

進行する。

＜セカンダリー・ドミナント＞〔譜例８〕参照
　それぞれの調に一つずつしかないドミナン
ト7thは、調を印象付ける大切なコードであ
る。ダイアトニック・コードそれぞれの前に
５度上（４度下）のドミナント7thを置くこ
とをセカンダリー・ドミナントという。例え
ば、ハ長調のＣ（Ⅰ）のドミナント7thはG7

（V7）であり、Dm7（Ⅱm7）のドミナント
7thはA7（Ⅵ7）である。

　【譜例９】では、A7（Ⅵ7）がDm7（Ⅱm7）
の前に置かれてセカンダリー・ドミナントの
役割を果たしている。【譜例７】とは、２つ目
のコードがAm7ではなくA7が使われている
こと以外は同じである。Ⅰ→Ⅵ7→IIm7→V7

（Ｃ→A7→Dm7→G7）と進行する。３小節目
の４拍目は、A7の第三音（ド♯）がメロディー
のド と半音でぶつかるので、他のコードを
使う方が望ましい。

【譜例10】

【譜例11】「アイアイ」代理コード
（C#ディミニッシュコード）使用例

【譜例12】「アイアイ」の原曲
宇野　誠一郎作曲

【譜例13】「アイアイ」代理コード
（サブドミナント・マイナー Fmと

セカンダリー・ドミナントC7）使用例
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①　Ⅰ→Ⅵm7→IIm7→V7、循環コードを使っ
ている。

②　Ⅰ→Ⅵm7→Ⅳ6→V7、①のⅡm7（サブ
ドミナント）を代理コードであるⅣ6（サ
ブドミナント）に置き換えた。

③　Ⅰ→Ⅲm7→Ⅳ6→V7、１小節目の２拍目
のⅠの代わりに代理コード（Ⅲm7）を
使った。

④　Ⅰ→Ⅵ7→Ⅱm7→V7、２拍目にⅥ7（セカ
ンダリー・ドミナント）を使用した。

⑤　Ⅰ→♯Ⅰdim→Ⅱm7→V7、④のVI7を代
理コードの＃Ⅰdimに置き換え、ベース
ラインがＣ→C#→Ｄと半音で進行する。

⑥　Ⅰ→Ⅰ7→Ⅳ6→Ⅳm6、１小節目の２拍目
のⅠ7（セカンダリー・ドミナント）か
５度進行でⅣ6、そしてⅣm6（サブドミ
ナント・マイナーと）へ動く。

ここまでは、コードの構造や子どもの曲に代
理コードをあてはめる方法を述べてきた。こ
のように、シンプルな子どもの曲であっても、
主要３和音だけではなく、多様なコードを使
用することが可能になる。基本的なコードを、
上記に述べたような代理コードに置き換える
だけで、曲の雰囲気を変えることができるの
である。

Ⅳ　研究実践の分析

１．研究授業の概要

・実施対象：保育者養成課程の学生　17名（ピ
アノ経験者８名、大学入学後からピアノを
始めた学生９名）

・授業形態：90分授業を２つに分け、45分で
３、４名を１グループとしたピアノの個人
指導、45分でクラス授業を実施している。
クラスの半数の学生は、前半にピアノの個

進行し、よりスムーズなベースラインになっ
ている。
　原曲においても、上記のディミニッシュ
コードが経過音として、１小節目の４拍半目
で使われている。２小節目の１、２拍目の
Dm7は、【譜例11】でも同じであるが、【譜例

11】では、２小節目の３拍目で５度進行のＧ
へ進むのに対して、【譜例12】では、２小節目
はDm7が４拍続き、３小節目にＧへ進行する。

＜サブドミナント・マイナー＞
　長調の曲に変化をもたらすために、一時的
に使われるⅣmをサブドミナント・マイナー
と言う。このコードは、Ⅳ（サブドミナント）
と一緒に使われることが多く、機能としては
サブドミナントと同じように、Ｉ（トニック）
へ解決したり、Ⅴ（ドミナント）へ導かれる。
　【譜例13】では、１小節の３拍目にC7（セ
カンダリー・ドミナント）を使用し、５度進
行で２小節目のＦに進行する。
　【譜例14】では、ちょうちょうの冒頭のメ
ロディーに可能な代理コードをあてはめて考
えてみる。主要３和音では１小節目がＩ（C）、
２小節目がV7（G7）で弾くことが多い。

【譜例14】『ちょうちょう』代理コードの使用例

基
本

I I Ⅴ7 Ⅴ7
（Ｃ） （Ｃ） （G7） （G7）

① I  Ⅵm7 Ⅱm7 Ⅴ7
（Ｃ） （Am7） （Dm7） （G7）

② I  Ⅵm7 Ⅳ6 Ⅴ7
（Ｃ） （Am7） （F6） （G7）

③ I Ⅲm7 Ⅳ6 Ⅴ7
（Ｃ） （Em7） （F6） （G7）

④ I Ⅵ7 Ⅱm7 Ⅴ7
（Ｃ） （A7） （Dm7） （G7）

⑤ I #Ⅰdim Ⅱm7 Ⅴ7
（Ｃ） （C# dim） （Dm7） （G7）

⑥ I Ⅰ7 Ⅳ6 Ⅳm6
（Ｃ） （C7） （F6） （Fm6）
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変えることができて楽しい。
③楽譜を読むのに慣れているため、楽譜通り

の方が弾きやすい。（中上級者）
（分析）
　ほとんどの学生が、楽譜通り弾くよりも、
コード伴奏の方が弾きやすいと感じているこ
とがわかる。初見のできる学生一人だけが、
③の楽譜通りの方が弾きやすいと答えた。

問２）シンプルな基本コードだけで書かれて
いる楽譜を弾く場合と、右手メロディーを学
生自身が弾き、教師が代理コードを混ぜて即
興で伴奏を弾いた場合を比べてどう感じたか。

（学生のコメント）
①一人で弾くよりノリが出てとても楽しい。

伴奏で弾きやすいように盛り上げてもらえ
るので、気持ちよく弾ける。自分が間違え
ても止まらず弾いていける。曲のイメージ
がつかみやすくなる。上手に聴こえて気分
良く弾ける。

②自分が間違えてしまうので、申し訳ない。
自分が練習している左手の音と違う音が聴
こえると焦ってしまうが、伴奏があるとリ
ズムやテンポがずれないので、力になると
思う。

③メロディーをよく弾けている場合は楽しい
が、あまり弾けてない時は焦ってしまう。

（分析）
　経験者と初級者と意見が分かれている。弾
きにくい、あるいは場合によって弾きにくい

人指導、後半にクラス授業を受け、もう半
数の学生は、前半にクラス授業、後半にピ
アノの個人指導を受けている。筆者は、ピ
アノの個人指導を担当している。学生は、
自分の個人指導を受ける時間の前後に、
待っている間にもグループ内の他の学生の
演奏を聴いている。

　教材：「ポケットいっぱいのうた」
　授業では、学生は上記のテキストから任意

に選択した曲を演奏する。
　指導内容：学生の選択した曲を個人指導し

ていく。初級者や練習不足で両手で弾きこ
なせない学生に対して、右手のメロディー
だけ片手で弾かせる場合がある。その際に
学生の演奏に合わせて、筆者がもう一台の
ピアノで代理コードを使用したコード伴奏
を行う。

ここからは、授業で試みた、代理コードの即
興伴奏について学生自身がどう感じたか、学
生に実施したアンケートに基づいて、学生の
心理と演奏に与える影響について分析する。

２．アンケートを基にした分析

問１）右手メロディー、左手コードで弾く場
合と、楽譜通り音符を読んで弾く場合のどち
らが弾きやすいか

（学生のコメント）
①基本のコードを一旦覚えてしまえば、音符

は右手のメロディーだけを読めば弾ける。
暗譜がしやすい。コードは自分で伴奏をア
レンジでき、弾きやすいリズムにも自由に

① コード伴奏の方が弾きやすい 14
② 場合によってどちらとも言えない ２
③ 楽譜通りの方が弾きやすい １

経験者 初級者
① 弾きやすい ８ １
② 弾きにくい ０ ２

③ 場合によってどちらとも
言えない ０ ２

④ 特に気にならなかった ０ 4
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（学生のコメント）
①子どもの簡単な曲でも、アレンジによって

格好よく大人っぽい雰囲気になり、自分も
弾けるようになりたいと思った。こんな伴
奏ができたら自分も楽しいし、子どもも盛
り上がると思う。コードを覚えて自由に弾
けるようになりたい。色々なアレンジを聴
いて自分も取り入れたい。ピアノを弾ける
ことがとても格好よく思えるようになった。
自分もできるようになりたい。

②もっと色々な曲の即興演奏を聴いてみたい。
③コードだけでどんな雰囲気の曲にも変えら

れることが分かった。
（分析）
　ある程度ピアノが弾ける経験者からは、教
師の演奏を聴いて自分も弾けるようになりた
いとの回答があり、初級者は弾くことより鑑
賞することを楽しんでいる様子がうかがえた。

Ⅴ　分析結果

（アンケート結果に対する総評）
　学生の弾くメロディーに合わせて即興伴奏
をする目的の一つは、単音のメロディーに和
音が加わることで起こる響きの変化を学生自
身が気付き、学生の編曲やコード伴奏への興
味を引き出すことであった。
　アンケート結果から、子どもの曲が和音の
選び方やアレンジによって変化することのお
もしろさや、コード伴奏の可能性を感じてい
ることがわかった。そして、自ら習得して自
由自在に弾きこなせるようになりたいとの意

と答えた学生は、自信を持って弾けていない
時には、かえって他の音が入らない方が落ち
着いて弾ける、との結果であった。

問３）授業では、学生自身の演奏の前後に他
の学生の演奏を聞かせているが、他の学生と
教師の演奏を聴いてどう感じたか（右手メロ
ディーを学生、教師が即興伴奏）

（学生のコメント）
①教科書の曲がこんなに感動的になるのに

びっくりした。同じ曲でもアレンジによっ
て違う曲のように聴こえる。アレンジ方法
が学べる。コードを使っているだけなのに
きれいな和音で感動した。ホテルの最上階
のレストランでディナーしている気分にな
れた。毎回聴くのが楽しみでピアノが苦で
はなくなった。

③学生が弾きやすいように伴奏を待ってくれ
ているが、それでも、あまり弾けていない
学生は焦ってしまうのではないかと思った。

（分析）
　自分が弾いている時は弾くことに集中して
いるため、あまり伴奏の和音を聴いている余
裕はないようだが、他の学生の演奏を聴いて
いる時の方が伴奏の和音をよく感じ取ってい
ることがわかった。

問４）コードで即興伴奏することについて（複
数回答可）

経験者 初級者
① 良い 7 5
② 良くない 0 0

③ 場合によってどちらとも
言えない 0 2

④ 特に気にならなかった 1 2

経験者 初級者

① 自分も弾けるようになり
たい 7 3

② もっと聴きたい 7 9

③ アレンジで雰囲気が変わ
ることがわかった 6 2
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　より多くの学生が、シンプルに編曲された
子どもの曲がアレンジによって様々なスタイ
ルに変化することを感じ取り、学生のコード
伴奏を習得することへの意欲の向上につな
がっていることを示すことができた。
　また、２台のピアノで演奏することが楽し
いと感じた学生は、一人で弾く時とは異なる
和音の響きから、音楽的な表現力が広がり、
アンサンブルの楽しさを感じていることがわ
かった。
　はじめに述べたように、コード伴奏の習得
は現場の状況に臨機応変に対応できる応用力
を養うのに大変重要である。
　保育の現場においては、子ども達を楽しま
せたり、気分転換のため、あるいは興味を一
点に集中させる時など、急に音楽の伴奏が必
要な場面に遭遇することがある。このような
時に、コード伴奏を習得できていると、コー
ド内の音を用いて自分が自信を持って弾ける
アレンジに簡略化することで、素早く対応す
ることができる。自分の演奏レベル以上の譜
面を楽譜通りに弾こうとした結果、楽譜にか
じりついて流れが止まるような伴奏になって
しまうと、子ども達はのびのびと歌うことは
できないだろう。子ども達の様子を見ながら、
伴奏者自身が楽しむくらいの余裕がある伴奏
をすることも大切な能力であると感じる。
　また、ピアノの経験者であっても、コード
による伴奏ができると、元々はシンプルな楽
譜であっても伴奏のパターンを変えることで、
子ども達が歌いやすいように工夫することも
できる。以上のことから、コード伴奏を用い
る授業は、保育者の音楽的能力の育成には有
効だと考える。
　音楽活動をする上で重要なことは、音を楽
しみ、心を動かされるような体験ができるこ

見もあった。また、授業で教えなかった代理
コードの使い方や編曲方法を質問する学生や、
それらを習得したいと練習する学生の姿も見
られたことから、学生のコード伴奏への関心
は高まっていると考えられる。
　また、もう一つのねらいは、弾くことの楽
しさや、様々な和音の響きを感受することが
できたかということである。経験者全員が、
一人で弾くよりも即興伴奏付きの方が弾きや
すいと回答している一方で、ピアノ初級者の
学生の意見は分かれる結果となった。弾きや
すいと答えた学生は、一人で弾くより音の厚
みが増し、上手に聴こえて気分が高揚する、
とアンサンブルの楽しさを感じていることが
確認できた。
　弾きにくいと答えた学生からは、自分が弾
いている時は弾くことに集中していて、伴奏
の和音を聴く余裕がなかった、あるいは自分
が間違えてしまう、焦ってしまうという意見
も聞かれた。しかし、弾きにくいと感じた学
生も、他の学生と教師の演奏を聴いた感想で
は、簡単な曲がコード伴奏によって変化して
いくことを感じ、もっと聴いてみたい、いつ
か弾けるようになりたいと回答している。
　これらの回答から、弾くことに関しては、
自分が弾けていない段階では楽しむ余裕はな
いが、そのような場合でも、他の学生と教師
のコード伴奏を聴く時には音の響きや変化を
感じ取っていることが確認できた。

Ⅵ　結論と考察

　本論文の目的は、学生がピアノの個人指導
中に弾くメロディーに、教師がコード伴奏す
ることの効果を明らかにすることであったが、
研究の結果、様々な効果があることが確認で
きた。
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とである。実際に授業中に、代理コードを使っ
た伴奏を聴いて涙ぐむ学生がいたが、まさに
この体験こそ音楽の本質である。音楽を聴い
て涙が出る、感動する、琴線に触れる経験、
あるいはリズムに自然に体が動いてしまう楽
しさを感じることこそ、音楽の真髄であると
言える。ピアノの個人指導において、初級者
は譜面を読むことに時間がかかり、教材は音
数も少なく、音楽を楽しむような経験まで導
くのは難しいことである。しかし、２台のピ
アノを生かして教師が即興伴奏することによ
り、学生に音楽本来の楽しさや和音の響きの
美しさ、多様性、深みなどを味わう心を育む
ことができるのではないかと考える。

今後の課題

　今回の実践では、学生の演奏に教師がコー
ド伴奏をすることによる効果を明らかにした。
教師が弾く和音の響きの変化を感じ取り、
コード伴奏への興味を引き出すことはできた
が、学生自身が代理コードを用いた伴奏を弾
けるまでには至っていない。将来、保育の現
場で学生自身が様々なコード伴奏を弾けるよ
うに、指導していくことが今後の課題である。
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